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1. はじめに 

建設構造物の設計を行う際，設計雨量は気象データに基

づく降雨強度式から算出される．この降雨強度式は地方自

治体により提示されている．例えば，福井県は県内を 15地

域に分割して降雨強度式を提示している文献１）．降雨強度式

の基となる降水量データは地方自治体および気象庁など

で転倒ます型雨量計により定点で観測されたものである．

そのため，定点観測による降水量データは，雨量計の設置

場所の地形特性により，実際の降水量と比べて大きく乖離

する恐れがある． 

そこで，筆者らは定点観測による降水量データの短所を

補うために，大阪湾に面する複数の降水量データを用いて，

１つの発生頻度を算出する手法を提案した文献２）． 

本報は地域における複数の気象台で記録された降水量

データを用いて，１つの発生頻度を作成することを目的と

する．なお，上記の発生頻度を用いて，本報は確率降水量

を算出し，福井県が提示した確率降水量と比較検証した結

果を報告する． 

 

2. 研究計画 

2.1. 気象データの概要 

本報で使用した気象データの気象官署の数は，福井県を

中心に 20箇所である．解析期間は 1980年 1月 1日～2019

年 12月 31日（40年間）である．解析に用いたデータの種

類は日最大 1時間降水量である文献３）．各観測点における解

析期間，移転時期と所在地は，表１と表２に示す． 

なお，本報では解析対象地域は３種類に分けて，日最大

1 時間降水量の発生頻度を算出した．1 つ目の地域は，福

井県とその周辺を含む地域であり，以下，Faデータとする．

２つ目の地域は福井県嶺北地方とその周辺を含む地域で

あり，以下，Fnデータとする．３つ目の地域は福井県嶺南

地方とその周辺を含む地域であり，以下，Fsデータとする． 

図１は各観測点の所在地と解析対象地域を示す．福井県

嶺北地方と嶺南地方の境界は，福井県中央部に存在する木

の芽峠（標高 628ｍ）および山中峠（標高 398ｍ）を含む約

10kmにわたる山脈である文献４）． 

2.2. 降水量の統計処理について 

 本報は 20 地点の観測点のデータから１つの発生頻度を

算出した．この算出方法は同年月日の最大の降水量を抽出

した．図１に示すように，Fnデータの対象とする観測点の

所在地は嶺北地方にあり，その数は 10 点である．Fs デー

タの対象とする観測点の所在地は嶺南地方にあり，その数

は 10点である. Faデータは Fnデータと Fsデータを合わ

せたものであり，観測点数は 20点である． 

 

 

図 1 各観測点の配置図 

福井

敦賀
美浜

小浜

三国

九頭竜

勝山
大野

今庄

武生

朽木平良
(くつきへら)

今津
長浜

加賀菅谷

小松

舞鶴

宮津

大飯

嶺南

嶺北

木の芽峠

柳ケ瀬

越廼(こしの)

－312－

日本建築学会情報システム技術委員会

第43回情報･システム･利用･技術シンポジウム論文集，312-315，2020年12月，オンライン

Proceedings of the 43rd Symposium on Computer Technology of Information，

Systems and Applications，AIJ，312-315，Dec.，2020，Online



 

 

 

図２ 年最大 1 時間降水量の経年変化 

 

図３ Faデータにおける日最大 1 時間降水量の発生頻度 

 

3. 解析結果 

3-1．年最大 1時間降水量の経年変化 

図２は Fa データと福井における年最大１時間降水量の

経年変化を示す．解析期間の中で最も大きい年最大１時間

降水量は 1999 年の 95[mm]である．1999 年以降から Fa デ

ータの年最大１時間降水量が 60[mm]以上の年数は 4 回で

ある． 

 

3-2．降水量の発生頻度 

図３は Fa データの日最大 1 時間降水量 X1の発生頻度で

ある．Faデータの標本数は 14610個である．図中に示すよ

うに，Faデータの X1の最大値は，美浜で観測された 95[㎜]

である． 

 

3-3．確率降水量の比較 

表３は本報で算出した Fa データ,Fn データ,Fs データ，

福井と小浜の観測点の日最大１時間降水量 X1 を用いて確

率降水量を算出した結果について記す．また，福井県の降

雨強度式（15地域，図４を参照）による確率降水量を併せ

て記す．なお，本報の確率降水量は，X1=100[mm]の再現期

間，再現期間 100年の X1および再現期間 2年の X1と言う． 

図５は Faデータの日最大 1時間降水量 X1の超過確率 P

を示す．図中には，確率分布に当てはめた場合の超過確率

と再現期間を示す．図中の近似曲線の決定係数 R2は 0.9894

であり，観測値と近似曲線の関係は高い相関を示す． 

表１ 各観測点の解析期間と所在地（その１） 

気象台の名称 解析期間 所在地 

福井地方気象台 

（福井） 

1980 年 1 月 1 日～ 

2019 年 12 月 31 日 

福井県福井市 

豊島２丁目５−２ 

小松測候所 

（小松） 

1980 年 1 月 1 日～ 

2019 年 12 月 31 日 

石川県小松市 

今江町 7 丁目 25 

加賀菅谷測候所 

(加賀菅谷) 

1980 年 1 月 1 日～ 

2019 年 12 月 31 日 

石川県加賀市 

山中温泉菅谷町 

三国測候所 

（三国） 

1980 年 1 月 1 日～

2009 年 9 月 28 日 

福井県坂井市 

三国町陣ケ岡 

2009 年 9 月 29 日～

2019 年 12 月 31 日 

福井県坂井市 

三国町平山 

越廼測候所 

（越廼） 

1980 年 1 月 1 日～ 

2019 年 12 月 31 日 

福井県福井市 

居倉町４２−４７ 

勝山測候所 

（勝山） 

1980 年 1 月 1 日 

～1993 年 10 月 18 日 

福井県勝山市 

立川町２丁目２ 

1993 年 10 月 18 日～

2019 年 12 月 31 日 

福井県勝山市 

平泉寺町平泉寺 

武生測候所 

（武生） 

2005 年 10 月 27 日～

2019 年 12 月 31 日 

福井県越前市 

村国２丁目３ 

大野測候所 

（大野） 

1980 年 1 月 1 日 

～1992 年 10 月 25 日 

福井県大野市 

泉町５ 

1992 年 10 月 26 日～

2019 年 12 月 31 日 

福井県大野市 

春日９４−２７−１ 

九頭竜測候所 

（九頭竜） 

1982 年 6 月 1 日 

～1996 年 10 月 29 日 

福井県大野市角野 

1996 年 10 月 30 日 

～2015 年 5 月 18 日 

福井県大野市 

川合２０−４４ 

2015 年 5 月 19 日～

2019 年 12 月 31 日 

福井県大野市貝皿 

今庄測候所 

（今庄） 

1980 年 1 月 1 日～

2019 年 12 月 31 日 

福井県南条郡南越

前町今庄 

 

表２ 各観測点の解析期間と所在地（その２） 

気象台の名称 解析期間 所在地 

小浜測候所 

（小浜） 

1980 年 1 月 1 日～

2019 年 12 月 31 日 

福井県小浜市遠敷

３丁目 

敦賀特別地域 

気象観測所 

（敦賀） 

1980 年 1 月 1 日～

2019 年 12 月 31 日 

福井県敦賀市 

松栄町６ 

美浜測候所 

（美浜） 

1980 年 1 月 1 日～

2019 年 12 月 31 日 

福井県三方郡 

美浜町久々子 

大飯測候所 

（大飯） 

1995 年 11 月 10～

2019 年 12 月 31 日 

福井県大飯郡 

おおい町本郷１３７

−１３ 

朽木平良測候所 

（朽木平良） 

2006 年 4 月 18 日～

2019 年 12 月 31 日 

滋賀県高島市朽木

平良 

柳ケ瀬測候所 

（柳ケ瀬） 

1980 年 1 月 1 日～

2019 年 12 月 31 日 

滋賀県長浜市 

余呉町柳ケ瀬 

長浜測候所 

（長浜） 

1980 年 1 月 1 日～

2019 年 12 月 31 日 

滋賀県長浜市 

湖北町馬渡 

(当時の名称:虎姫

測候所) 

宮津測候所 

（宮津） 

1980 年 1 月 1 日 

～1997 年 3 月 6 日 

京都府宮津市 

字宮村 

1997 年 3 月 7 日～

2019 年 12 月 31 日 

京都府字上司 

舞鶴特別地域 

気象観測所 

（舞鶴） 

1980 年 1 月 1 日～

2019 年 12 月 31 日 

京都府舞鶴市 

字下福井８９９−８ 
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表３ 各データの確率降水量の比較 

データの 

種類 

日最大１時間降水量 X1 [mm] 

再現期間 

2 年 

再現期間

50 年 

再現期間 100

年 

Faデータ 62 96 103 

Fn データ 55 85 92 

Fs データ 57 90 97 

福井 38 67 74 

小浜 36 67 74 
北川・大飯 

＜小浜＞ 

39 69 76 

敦賀 31 57 61 

美浜 37 84 93 

嶺北海岸 38 66 70 

九頭竜川下流 

<福井> 

32 57 62 

九頭竜川 

中流 

35 63 68 

九頭竜川 

大野 

39 67 75 

真名川 36 58 60 

真名川ダム 34 71 80 

九頭竜ダム 34 75 86 

足羽川中流 36 77 85 

足羽川上流 33 78 90 

日野川下流 32 72 82 

日野川中流 34 75 84 

日野川上流 38 70 78 

注１） 太字は本報で算出したデータ．「北川・大飯」から下段のデー

タは文献１）から引用した． 

注２） ＜＞内は，最寄りの気象官署の名称である． 

 

図４ 福井県の降雨強度式のブロック分割図 

 

なお，Fa データの再現期間 100 年の X1は 103[mm]とな

る．これは表３で示した他のデータと比べて，最も大きく

なる．つまり，福井県内において計画する建設構造物の設

計雨量を Fa データから算出した場合，その値は安全側と

なることがわかる． 

図６は Fnデータの X1の超過確率を示す. R2は 0.9826で

あり，観測値と近似曲線の関係は図５の場合と同様，高い

相関を示す．図６と表３に示すように，再現期間 100年の

X1は 92[mm]となる． 

 

 

図５ Faデータの確率降水量 

 

図６ Fn データの確率降水量 

 

図７ Fs データの確率降水量 

 

図７は Fsデータの X1の超過確率を示す. R2は 0.9861で

あり，観測値と近似曲線の関係は高い相関を示す． 

図７と表３に示すように，再現期間 100年の X1は 97[mm]

となる．これは，Fnデータの場合に比べて大きくなること

から，嶺南地方の確率降水量は嶺北地方の場合と比べて大

きくなることがわかる． 

図８は福井の X1 の超過確率を示す.福井の再現期間 100

年の X1 は 74[mm]となる．表３に示す九頭竜川下流は福井

地方気象台の所在地であり，この時の X1は 62[mm]となる． 
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図９は小浜の X1 の超過確率を示す.小浜の再現期間 100

年の X1 は 74[mm]となる．表３に示す北川・大飯は小浜測

候所の所在地であり，この時の X1は 76[mm]となる． 

 

3-4．日最大１時間降水量 X1 =100[mm]の再現期間 

表４は Faデータ,Fnデータ,Fsデータ，九頭竜川下流＜

福井＞と北川・大飯＜小浜＞について，日最大１時間降水

量 X1 が 100[mm]となる場合の再現期間を示す． 

表３に示すように，Faデータの確率降水量は他の場合に

比べて最も大きくなる．そのため，Faデータの X1 =100[mm]

の再現期間は 79.2[年]であり，これは他の４つのデータと

比べて最も小さくなる． 

 

4.まとめ 

本報は福井県とその周辺地域における複数の気象台で

記録された降水量データを用いて，１つの発生頻度を作成

することを目的とする． 

そこで，本報は Faデータ,Fnデータ,Fsデータの 3 種類

の発生頻度を作成した. Fa データは福井県とその周辺に

おける 20 点の観測点の日最大１時間降水量 X1から最大値

を選択して作成したデータである.また，Fn データは福井

県嶺北地方とその周辺地域の 10 点の観測点の X1から作成

したデータである. Fs データは福井県嶺南地方とその周

辺地域の 10点の地域から作成したデータである. 

なお，本報は上記の３つの発生頻度データを用いて，確

率降水量を算出し，福井県が提示した降雨強度式と比較検

証した結果を以下に記す． 

① 日最大１時間降水量 X1 が 100[mm]となる場合，Faデー

タの再現期間は 79.2 年となることがわかった.同じ条

件で福井県の降雨強度式で算出した九頭竜川下流＜福

井＞の再現期間は 18342 年となることがわかった.以

上から Fa データを用いた設計雨量は福井県の降雨強

度式と比べて大きくなることがわかった. 

② Faデータの再現期間 100年の日最大 1時間降水量 X1は

103[mm]となり，Fn データの 92[mm]と Fs データの

97[mm]と比べて，大きくなることがわかった.  

③ 再現期間 50年の Faデータの日最大 1時間降水量 X1は

96[mm]となることがわかった. なお，同じ条件で福井

県の降雨強度式で算出した九頭竜川下流＜福井＞の日

最大 1時間降水量 X1は 57[mm]となることがわかった. 

 

5. 謝辞 

本研究は，科学研究費助成事業（基盤研究(C)，課題番号：

20K04863，代表者：野々村善民）の研究助成を受け，全国

トース技術研究組合（国土交通大臣認可，国官技第 236号）

などから多大な支援を得た．本報の作成に当たって、多大

な協力を頂いた関係各位に心から謝意を表します． 

 

 

図８ 福井地方気象台の確率降水量 

 

図９ 小浜測候所の確率降水量 

表４ 日最大１時間降水量 X1 =100[mm]の再現期間 

データの種類 再現期間(年) 

Faデータ 79.2 

Fn データ 244.0 

Fs データ 141.9 

九頭竜川下流＜福井＞ 18342 

北川・大飯＜小浜＞ 1300 
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